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2ラプラス変換

１．定義

関数f(t)のラプラス変換F(s)は

２．用途

微分方程式を代数方程式に変えて、簡単に解けるようにする
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3(1)単位ステップ関数
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電気回路との関連：時刻 t = 0 にスイッチを入れる
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4(2)単位インパルス関数
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電気回路との関連：時刻 t = 0 に鋭いパルス電圧を入力

性質：



5(3) 指数関数
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電気回路との関連：容量の電圧が指数的に増大/減少



6(4)正弦波・余弦波
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電気回路との関連：正弦・余弦の電圧



7簡単な関数のラプラス変換のまとめ
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8(5) 時間をずらした波形

   TtuTtg)t(k  tg元の を Tでずらした波形
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Tt  で変数を変換して
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sTeTtt  をかける

電気回路との関連：遅延した信号、繰り返しの信号など



9(6)微分
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電気回路との関連：容量における電流と電圧の関係



10(6’)２回微分以上
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高次微分方程式をAsn + Bsn-1 + Csn-2…の代数方程式に変換！



11(7)積分
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電気回路との関連：容量やインダクタにおける電流と電圧の関係
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ラプラス逆変換
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13ラプラス逆変換の準備：因数分解
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14ラプラス逆変換の実行
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微分方程式が系統的に解ける



15複数根がある場合
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16例題
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のラプラス逆変換

ステップ１：
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17第７回の宿題
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問題1
ラプラス変換を用いて、次の微分方程式の解を求めよ。

，初期条は とする。(1)

(2) ，初期条は とする。

問題２
ラプラス逆変換を行い、時間応答を求めよ。

(1)

(2)
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